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飯田　毅

　本発表では、2001年7月から2002年7月までの1年間、Reading大学にて行われた応用言語学の研究成果についての報告がなされた。特に、イギリスの言語教育におけるlanguage awarenessの動向について、定義とその意義、世界、イギリスでの取り組みや教科書が紹介された。また、オックスフォード州Henrybox校における実践例とナショナルカリキュラム導入以降のイギリスの抱える言語教育の諸問題について考察が加えられ、詳しい参考文献一覧とともに今後の展望が示された。

　まず、イギリスのナショナルカリキュラムにおける言語教育の現状について説明があり、その後language awareness =言語意識の定義について様々な文献からの引用を検討した。言語意識とは言語の本質や人間生活、思考、学習の中での言語の役割についての意識や感覚を敏感にすることであると考えてよいだろう。次に言語意識の重要性が言語教育にどのように現れているかについて概観し、世界的な潮流という観点が加えられた。

　次にイギリスでのlanguage awareness movementの流れを説明した。理論的にはHallidayやCarterなど機能主義言語学と学校教育制度の変化という裏づけがこの運動の背後にあることが示された。実際の生活の中で言語使用を意識させることを通して、言語学習の動機付けや効率性を上げることにlanguage awarenessの目標があったが、ナショナルカリキュラム以前には学生が言語の理解を促進する方策を確立していないことが多く、十分機能していたとはいえない。むしろ、ナショナルカリキュラム以後の体系的な教育体制の下で新たな展望を生むのでないかという期待がある。

　実践例としてオックスフォード州Henrybox校の事例が紹介された。しかし、実践の場ではまだまだ教科書や方法論などで一貫した方法や成果をあげているのではないかという報告がなされた。

(報告　奥　聡一郎)
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